
Ⅰ．調査概要 

 

6 

 

Ⅱ．調査活動 

 



 

7 

Ⅱ．調査活動 

１．調査 a)北方領土返還要求運動の地域における在り方調査 



Ⅱ．調査活動 

１．調査 a）北方領土返還要求運動の地域における在り方調査 

8 

(1)調査概要 

  

 公的機関が実施している居住民を対象とした行事（県民の集い、市民まつり等）

の都道府県レベル、市町村レベルでの実態調査。 

 上記の行事を形態別（講演会型、お祭り型、学習型など）に分類し、北方領土問

題の啓発活動を地域で実施してもらう（担ってもらう）場合に、どのような行事

が相応しいかを調査する。 

→行事の分類・分析において、 「北方領土問題の啓発活動を実施する場合に期待で

きる効果」についても検討を行う。 

 北方領土問題啓発活動を実施する際に相応しい行事の選定・把握 

→ 「北方領土問題の啓発活動を実施する場合に期待できる効果」を考慮

する 

 今後の北方領土返還要求運動の具体的な展開案の提示 

調査対象 

 全国の都道府県及び市町村が住民を対象として実施している行事のうち 300 程度の行事。 

（都道府県 100 程度、市町村 200 程度） 

• 原則として平成 28 年度に実施する行事を調査対象とするが、 

既に終了している場合等は前年度又は前回の行事を対象とする。 

• 人口規模や地域に極端な偏りがないように配慮する。 

 講演会型（シンポジウム/講演会等）、お祭り型（県民の集い/市民まつり等）、スポーツ

イベント型（市民マラソン等）、学習型（読み聞かせ等）といった形態を想定。 

• 講演会型、お祭り型、スポーツイベント型、学習型といった形態別の構成について、極

端な偏りがないように配慮する。 

 選定した行事と連携して、 「パイロット事業」を実施する可能性が高いため、11 月～2

月にかけて実施している行事を多く選定することを考える。 

調査目的 

 全国の都道府県及び市町村が住民を対象として実施している行事（講演会型、お祭り型、学

習型など）のうち、北方領土問題の啓発活動を地域で実施してもらう（担ってもらう）場合

に、どのような行事が相応しいかを調査する。 

→どのような啓発事業プログラムとして組み込むのか、という点も合わせて、検討する。 

地域行事として担える啓発活動 

→地域行事のプログラムの一つとして、組み込むことが想定でき

る北方領土問題の啓発活動 

調査概要 



Ⅱ．調査活動 

１．調査 a）北方領土返還要求運動の地域における在り方調査 

9 

  

講演会型 シンポジウム
講演会
フォーラム

お祭り型 県民の集い/市民まつり
文化・芸術祭
音楽祭
産業祭
自然・観光イベント

スポーツイベント型 市民マラソン
その他スポーツ/体育大会など

学習型 体験学習・生涯学習
人材育成講座
見学会　など

[活用する資料の例] 
・全国イベントガイド（NPO法人全国イベントガイド協会） 

・全国観るなび（公益社団法人 日本観光振興協会） 

・各自治体（都道府県市町村）の Web サイト 

 全国の都道府県及び市町村の祭り・行事・イベントを掲載している資料（Web サイト

掲載情報）を参考に、全国行事リストを作成。 

調査対象事例抽出方法 
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・情報が一覧できるデータベースの形に整理 

・分析シート（フォーマット）のイメージ 

調査方法 

 インターネット等を通じた情報収集を中心にしたデスクリサーチ。 

 全国の都道府県及び市町村の祭り・行事・イベントを掲載している資料（全国イベントガイ

ド、全国観るなび、各自治体の Web サイト等）を参考に、情報を収集・整理を行う。 

→情報の収集・整理を行い、各行事の詳細情報を 1枚ずつの分析シート（フォーマット）に整理する。 

 自治体から直接ヒアリング調査が必要な場合は、電話等を用いたヒアリングを行う。 

→インターネット等では不足する情報を補足。入手した情報は分析シート（フォーマット）に追記する。 
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調査項目 

 行事名 

 行事を主催する自治体及びその担当部署（担当者及び連絡先） 

 実施日時 

 実施期間 

 実施頻度（隔年、年 1回等） 

 参加人員（来場者数） 

 参加対象者（小学生、家族向け、高齢者、特になし等） 

 行事の分類 

（講演会型（シンポジウム/講演会等）、お祭り型（県民の集い/市民まつり等）、スポ

ーツイベント型（市民マラソン等）、学習型（読み聞かせ等）といった形態を想定 

 特徴的な事項（形態別分類） 

 行事を構成する主なプログラム 

 地域行事のプログラムの一つとして、組み込むことが想定できる北方領土問題の啓発

活動 

→地域行事の内容から類推 


